
2020年（令和2年）
No.505

6 今月の主な内容
●土砂災害防止月間（Ｐ２・３）
●役場の組織体制が一部変わります（Ｐ４）
●プラスチック製買物袋が有料になります（Ｐ６）
●ごみの資源化・減量化に積極的な取り組みをお願いします（Ｐ７）

東小学校の田植え　５月28日（木）
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土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う

６
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」で
す

中
川
村
緊
急
情
報
等
配
信

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
へ
の
登
録

を
お
願
い
し
ま
す

土
砂
災
害
と
は

　

大
雨
や
地
震
な
ど
が
引
き
金
と

な
っ
て
、
山
や
が
け
が
崩
れ
た
り
、

水
と
混
じ
り
合
っ
た
土
や
石
が
川
か

ら
流
れ
出
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
の
命
や
財
産
な
ど
が
脅

か
さ
れ
る
自
然
災
害
で
す
。
主
な
も

の
と
し
て
、「
が
け
崩
れ
・
山
崩
れ
」

「
地
す
べ
り
」「
土
石
流
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
近
年
、全
国
的
に
大
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す

の
で
、特
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

平
成
30
年
度
に
作
成
し
全
戸
に
配

布
し
た
「
中
川
村
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
に
は
、
土
砂
災
害
防
止
法

の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
危
険
の
あ
る
範
囲

を
示
し
た
「
土
砂
災
害
（
特
別
）
警

戒
区
域
」
や
、
水
防
法
の
規
定
に
基

づ
き
指
定
さ
れ
た
天
竜
川
の
洪
水
時

に
お
け
る
「
浸
水
想
定
区
域
」
が
記

載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
避
難
所
や
防

災
関
係
施
設
な
ど
を
航
空
写
真
上
に

表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

家
族
み
な
さ
ん
で
、
自
宅
周
辺
の

警
戒
区
域
の
設
定
状
況
や
、
避
難
場

所
・
避
難
経
路
な
ど
を
事
前
に
確
認

し
、
速
や
か
に
避
難
が
で
き
る
よ
う

に
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※「
中
川
村
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

が
必
要
な
方
は
、
交
通
防
災
係
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、
大
雨
警
報
や
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
や
、
村

が
避
難
勧
告
・
指
示
な
ど
を
発
令
す

る
際
に
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

登
録
制
メ
ー
ル
（
中
川
村
緊
急
情
報

等
配
信
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
）
に
よ
る

情
報
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
へ
登
録
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、こ
の
機
会
に
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。登
録
方
法
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
し
く
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
広
報
な
か
が
わ
裏

表
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
メ
ー
ル
は@

pasm
ail.jp

と
い
う
ド
メ
イ
ン
名
で
送
信
さ
れ
ま

す
の
で
、
こ
の
ド
メ
イ
ン
か
ら
の
電

子
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
、

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
の
設
定
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
Ｕ
Ｒ
Ｌ
付
き
の
メ
ー
ル

は
受
信
し
な
い
」
と
い
う
迷
惑
メ
ー

ル
対
策
を
し
て
い
た
り
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
変
更
し
た
場
合
は
受
信
で

き
ま
せ
ん
。
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
た

場
合
は
、
再
登
録
の
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
合
わ
せ
て
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
聞
き
直

し
が
で
き
ま
す

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
き
取

り
に
く
か
っ
た
り
、
改
め
て
放
送
を

聞
き
た
い
場
合
は
、
次
の
電
話
番
号

に
電
話
を
す
る
こ
と
で
放
送
内
容
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

TEL 

88
―
４
２
２
１

※
放
送
が
終
わ
っ
て
、
少
し
時
間
を

お
い
て
か
ら
電
話
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
聞
き
直
し
が
で
き

る
の
は
、
放
送
終
了
か
ら
24
時
間

の
間
で
す
。

気
象
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

村
で
は
、
役
場
な
ど
村
内
９
か
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
雨
量
計
の
デ
ー

タ
を
エ
コ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
駒
ヶ
岳
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま

す
。（
気
象
情
報
シ
ス
テ
ム
）

〈http://cek-api1
.w
eather-

server.com
/

〉

　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
リ
ン

ク
し
て
い
ま
す
の
で
、
長
雨
や
大
雨

時
に
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

の
気
象
情
報
と
合
わ
せ
て
確
認
し
、

自
主
避
難
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雨
量
・
気
温
・
風
速
の
す
べ
て
を
計

測
し
て
い
る
の
は
、中
川
村
役
場
に

設
置
さ
れ
て
い
る
雨
量
計
の
み
で
す

土
の
う
袋
を
配
布
し
ま
し
た

　

５
月
に
、各
地
区
１
０
０
袋
ず
つ
土

の
う
袋
を
配
布
し
ま
し
た
。
洪
水
や

土
砂
災
害
に
対
す
る
初
期
の
防
災
・
減

災
対
策
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
前
ぶ
れ
を
発
見

し
た
ら
す
ぐ
に
避
難
を
開
始

し
て
く
だ
さ
い
！

。

お
役
立
ち
情
報
サ
イ
ト

　

県
内
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
信
州
く
ら
し
の
マ
ッ
プ
）

〈h
ttp
://w

w
w
g
is
.p
re
f.

nagano.lg.jp/

〉
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中川村

水
害
・
土
砂
災
害
の
防
災

情
報
の
伝
え
方
が
変
わ
り

ま
し
た

　

２
４
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者

を
出
し
た
平
成
30
年
７
月
の
西
日
本

豪
雨
の
教
訓
を
受
け
、
大
雨
や
洪
水

時
に
出
さ
れ
る
気
象
庁
の
防
災
気
象

情
報
や
自
治
体
の
避
難
情
報
に
、
昨

年
５
月
29
日
か
ら
危
険
度
に
応
じ
た

５
段
階
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
情
報
が

新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
「
避
難
準
備
」・「
高
齢
者
等
避
難

開
始
」
は
「
レ
ベ
ル
３
」、「
避
難
勧

告
」・「
避
難
指
示
（
緊
急
）」
は
「
レ

ベ
ル
４
」、「
災
害
発
生
情
報
」
は
「
レ

ベ
ル
５
」
と
な
り
ま
す
。「
レ
ベ
ル

４
」
は
全
員
避
難
の
段
階
で
、
こ
こ

ま
で
に
避
難
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
レ
ベ
ル
３
か

ら
５
は
中
川
村
長
が
発
令
し
、
防
災

行
政
無
線
な
ど
で
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
警
戒
レ
ベ
ル
相
当
情
報
は

気
象
庁
が
発
表
す
る
た
め
、
村
長
の

判
断
で
発
令
さ
れ
る
避
難
勧
告
な
ど

と
は
、
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
注
意
報
や
警
報
が
発
表
さ
れ
た

ら
、
お
住
ま
い
や
今
い
る
場
所
の
危

険
度
分
布
・
避
難
場
所
な
ど
を
確
認

し
、
避
難
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
交
通
防
災
係

内
線
21
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10
月
１
日
か
ら
役
場
の
組
織
体
制
が

一
部
変
わ
り
ま
す

　

近
年
、
地
方
創
生
や
S
D
G,
s

な
ど
、
人
口
減
少
下
で
の
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
機
動
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
限
ら

れ
た
職
員
数
で
こ
の
よ
う
な
状
況
に

対
応
す
る
た
め
、
村
で
は
昨
年
か
ら

組
織
や
事
務
分
掌
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
、
本
年
度
で
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
７
月
１
日
で
の
体
制
変
更

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な

ど
か
ら
延
期
し
、
10
月
１
日
か
ら
新

た
な
体
制
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

⑴
総
務
課
か
ら
財
政
係
と
む
ら
づ
く

り
係
を
分
離
し
て
新
た
に
「
地
域

政
策
課
」
と
し
、
現
在
の
５
課
か

ら
６
課
体
制
と
し
ま
す
。

⑵
総
務
課
の
分
掌
事
務
を
整
理
し
て

「
広
報
情
報
係
」
を
新
設
し
、
庶

務
係
を
「
総
務
係
」
に
、
交
通
防

災
係
を
「
危
機
管
理
係
」
に
、
そ

れ
ぞ
れ
名
称
変
更
し
ま
す
。

⑶
国
土
調
査
の
業
務
を
建
設
水
道
課

か
ら
住
民
税
務
課
に
移
管
し
、「
土

地
調
査
係
」
を
新
設
し
ま
す
。

⑷
保
健
福
祉
課
の
地
域
福
祉
係
を

「
社
会
福
祉
係
」
に
、
高
齢
者
福

祉
係
を
「
高
齢
福
祉
係
」
に
、
そ

れ
ぞ
れ
名
称
変
更
し
ま
す
。

⑸
振
興
課
を「
産
業
振
興
課
」と
し
、

農
業
・
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
を
担

当
す
る
「
営
業
係
」
を
新
設
し
ま

す
。

⑹
建
設
水
道
課
を
「
建
設
環
境
課
」

と
し
、
生
活
環
境
の
業
務
を
住
民

税
務
課
か
ら
移
管
し
て
、
水
道
係

と
統
合
し
「
環
境
水
道
室
」
と
し

ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
な
ど
の
行
う
事

業
と
の
連
携
・
調
整
を
図
る
「
関

連
事
業
係
」
を
新
設
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、改
め
て
広
報
、村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

課
・
係
の
編
成
と

事
務
分
掌
の
変
更

庁
舎
内
の
配
置
が

一
部
変
わ
り
ま
す

　

７
月
６
日
か
ら
会
計
室
の
場
所
を

庁
舎
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
横
の
村
民
対

話
室
に
移
動
し
ま
す
。

　

ま
た
、
食
堂
横
に
相
談
ス
ペ
ー
ス

を
設
置
し
ま
す
。

総　務　課

　庶　務　係

　財　政　係

　むらづくり係

　交通防災係

住民税務課

　住　民　係

　税　務　係

　生活環境係

保健福祉課

　地域福祉係

　高齢者福祉係

　保健医療係

振　興　課

　農　政　係

　耕地林務係

　商工観光係

建設水道課

　建　設　係

　国土調査係

　水　道　係

総　務　課
　総　務　係

　広報情報係

　危機管理係

地域政策課
　むらづくり係

　財　政　係

住民税務課
　住　民　係

　税　務　係

　土地調査係

保健福祉課
　社会福祉係

　高齢福祉係

　保健医療係　

産業振興課
　農　政　係

　営　業　係

　耕地林務係

　商工観光係

建設環境課
　建　設　係

　関連事業係

　環境水道室

トイレ

食　堂
相
談

ス
ペ
ー
ス

振
興
課

会計室
（旧 村民対話室）

玄関ホール

庁舎玄関

住
民
係
窓
口

住
民
税
務
課

保
健
福
祉
課

総

　務

　課

応接室

村長室

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
予
防
に
と
、
村
内
外
か
ら
布
製

マ
ス
ク
や
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に

感
謝
を
申
し
上
げ
、
ご
意
向
に
合
わ
せ

て
村
の
感
染
予
防
に
有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
川
村

・
天
竜
石
油
㈱ 

様

・
中
川
村
商
工
会 

様

・
㈲
シ
ナ
ノ
体
器 

様

駒
ケ
根
市

・
医
療
法
人
ゆ
り
か
ご 

様

松
川
町

・
社
会
福
祉
法
人
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
会 

様

中
川
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
事
務
局

内
線
27

ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た

 （
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
マ
ス
ク
）
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住民基本台帳閲覧者を公表します
　住民基本台帳法に基づき、住民基本台帳の写しの一部の閲覧者を公表します。令和元年度（平成31年度）の閲覧
者は下表のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 住民税務課住民係　内線44

閲覧申出者 利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

南原分館　分館長
　　宮下　直人

敬老会の対象者確認 令和元年8月14日
南原地区在住で昭和24年12月31
日以前生まれの者

中川村消防団
第2分団第7部
　部長　中平　健太

新入団員勧誘 令和元年10月4日
田島・中田島・南田島地区在住で昭
和62年4月2日から平成14年4月1
日生まれの者

大草分館　社会部長
　　諏訪　正樹

敬老会の対象者確認 令和元年12月2日
沖町・三共・南陽地区在住で昭和26
年4月1日以前生まれの者

葛島分館　主事
　　福島　喜弘

敬老会の対象者確認 令和元年12月6日
葛北・柏原・渡場・柳沢地区在住で
昭和25年12月31日以前生まれの
者

中川村消防団
　第１分団第3部
　部長　富永　翔太

新入団員勧誘 令和元年12月6日
南陽・桑原・葛北・柏原・渡場・柳
沢地区在住で平成12年4月2日から
平成14年4月1日生まれの者

横前地区厄年会　役員
　　宮﨑　克哉

厄年該当者の確認 令和元年12月20日

横前地区在住で昭和53年4月2日か
ら昭和56年4月1日生まれの男性、
昭和62年4月2日から平成2年4月1
日生まれの女性

三共地区自主防災組織
　副会長　荒井　隆美

自主防災組織内の
災害等対応構成員の
確認

令和元年12月26日
三共地区在住で令和元年12月1日
以前生まれの者

沖町老人クラブ会長
　　長谷川　忠幸

老人クラブの会員
確認

令和2年1月9日
沖町地区在住で昭和26年1月1日以
前生まれの者

横前分館　文教部長
　　松沢　広

敬老会の対象者確認 令和2年1月9日
横前地区在住で昭和21年4月1日以
前生まれの者

中部分館　社会部長
　　坂井　勇一

敬老会の対象者確認 令和2年1月14日
北組・下平・中組地区在住で昭和24
年12月31日以前生まれの者

中川村消防団
　第１分団第２部
　部長　木下　結月

新入団員勧誘 令和2年2月10日
下平・八幡平・沖町・三共地区在
住で昭和63年4月2日から平成13
年4月1日生まれの者

防衛省
自衛官および自衛官
候補生の募集

令和2年3月9日
平成14年4月2日から平成15年4月
1日生まれの者
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
非
常
に
便
利

な
素
材
で
す
。
成
形
し
や
す
く
、
軽

く
て
丈
夫
で
密
閉
性
も
高
い
た
め
、

製
品
の
軽
量
化
や
食
品
ロ
ス
の
削
減

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
私
た
ち
の

生
活
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
廃
棄
物
・
資
源
制
約
、
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、
地
球
温
暖

化
な
ど
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
世
界
全
体
で
は
、
毎
年

８
０
０
万
ト
ン
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
が
海
洋
へ
流
出
し
て
い
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
、
２
０
５
０
年
に
は
海

洋
に
お
け
る
魚
の
重
量
を
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
重
量
が
上
回
っ
て
し

ま
う
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
今
後
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
過

剰
な
使
用
を
抑
制
し
、
賢
く
使
用
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国

で
は
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
７

月
１
日
か
ら
、
全
国
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
買
物
袋
、
い
わ
ゆ
る
レ
ジ
袋
の

有
料
化
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
普
段
何
気
な
く
受
け

取
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
を
有
料
化
す
る

こ
と
で
、
そ
れ
が
本
当
に
必
要
か
を

考
え
て
い
た
だ
き
、
国
民
一
人
ひ
と

り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
な
ど

の
諸
課
題
解
決
の
第
一
歩
と
な
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
制
度
概

要
な
ど
の
詳
細
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
レ
ジ
袋
有
料
化
を

き
っ
か
け
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

つ
め
直
し
、
エ
コ
バ
ッ
ク
を
持
ち
歩

く
な
ど
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
賢
く
使
う
工
夫
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

経
済
産
業
省

●
消
費
者
向
け

TEL ：
０
５
７
０
―
０
８
０
１
８
０

●
事
業
者
向
け

TEL ：
０
５
７
０
―
０
０
０
９
３
０

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

内
線
41

令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買
物
袋
が

有
料
に
な
り
ま
す

¥レジ袋有料化
2020年7月1日スタート

レジ袋削減にご協力ください

環境問題
解決の
第一歩

保健センター　TEL88-3002

禁煙するなら
今が絶好の機会！？

　煙草を吸っている人が、新型コロナウイルスに感染すると重症化するリスクが高まるとして、世界保健
機構（WHO）や日本禁煙学会などが禁煙を呼びかけています。
　煙草を吸うことによって気道や肺の細胞が傷つけられ、煙草の成分のニコチンがウイルスに対する免疫
力を低下させます。そのため、新型コロナウイルス以外にもインフルエンザや風邪、肺炎にかかりやすく
なります。
　禁煙によって気道の炎症が治まるので、粘膜バリアが正常に働き、免疫
力が回復しウイルスの侵入を防ぐことが期待されます。
　外出自粛や、新型コロナウイルス感染症への恐怖、経済的な不安などス
トレスの多い状況で禁煙にチャレンジすることは難しいと思います。しか
し、禁煙による健康上のメリットは大きいです。ぜひ、煙草を吸う以外の
ストレス解消法を探すことや、禁煙ツールの活用、禁煙外来の受診などで
禁煙にチャレンジしましょう。

レジ袋有料化制度
概要はこちらから
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ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
に

積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す

　
中
川
村
の
平
成
30
年
度
の
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
総
排
出
量
は

６
９
５・
７
５
４
ト
ン
、
１
人
１
日

あ
た
り
の
排
出
量
は
３
８
６・
１
グ

ラ
ム
（
一
般
廃
棄
物
処
理
実
態
調
査

か
ら
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

可
燃
ご
み
の
排
出
量
が

増
加
し
て
い
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
の
ご
み
分
別

方
法
の
変
更
で
、「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
（
黒
文
字
）」
が
「
可
燃
ご
み
（
赤

文
字
）」
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
分
別
方
法
の
変
更
後
、
前
年

同
期
比
の
ご
み
の
量
と
比
べ
る
と
、

「
可
燃
ご
み
」
は
６
５
・
３
４
０
ト

ン（
２
０
・
１
％
）増
加
し
、「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」
は
、
３
５
・
６
９
０
ト

ン
（
６
５
・
８
％
）
減
少
し
て
お
り
、

可
燃
ご
み
の
増
加
量
が
燃
や
せ
な
い

ご
み
の
減
少
量
よ
り
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
、前
年
同
期
比
で
６
・
４
２
０
ト

ン（
１
０
・
６
％
）減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
可
燃
ご
み
の
増
加
は
、
本
来

資
源
と
し
て
出
す
べ
き
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
可
燃
ご
み
と
し
て
排

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
の
１
つ

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

資
源
化
可
能
な
紙
類
・
布

類
は
資
源
と
し
て
出
し
ま

し
ょ
う

　

現
在
排
出
さ
れ
て
い
る
可
燃
ご
み

の
う
ち
、
資
源
化
可
能
な
紙
類
（
新

聞
紙
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
布
類
）

は
、
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

資
源
化
可
能
な
紙
類
（
メ
モ
帳
・

封
筒
・
お
菓
子
の
箱
・

マ
ー
ク

の
あ
る
商
品
）
は
紙
袋
に
入
れ
て
資

源
ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

使
え
そ
う
な
古
着
類
・
布
類
は
、

き
れ
い
に
洗
っ
て
、
再
使
用
・
再
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
排
出
方
法
・

注
意
事
項
に
つ
い
て

▼
生
ご
み

　

可
燃
ご
み
と
し
て
排
出
す
る
場

合
、
し
っ
か
り
水
切
り
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

排
出
の
際
は
、
次
の
５
つ
の
こ
と

を
意
識
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
汚
れ
を
し
っ
か
り
落
と
す

　

汚
れ
が
付
着
し
た
も
の
は
、
不
適

物
と
な
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
汚
れ
を
落
と

す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
ど
う
し

て
も
汚
れ
が
落
ち
な
い
場
合
は
、
可

燃
ご
み
と
し
て
排
出
し
て
く
だ
さ

い
。

②
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の

　
混
入
禁
止

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
や

コ
ッ
プ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
混
入
し

な
い
よ
う
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　

分
別
の
際
は

マ
ー
ク
を
目
印

に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
危
険
物
を
入
れ
な
い

　

乾
電
池
や
金
属
類
、
ガ
ス
ラ
イ

タ
ー
な
ど
は
絶
対
に
入
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
業
者
の
回
収
・
処

理
の
際
、
火
災
や
事
故
に
な
る
た
め

非
常
に
危
険
で
す
。

処理不適物（危険物）

④
二
重
袋
の
禁
止

　

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
排
出

す
る
際
、
指
定
ご
み
袋
の
中
に
中
身

の
入
っ
た
小
袋
（
レ
ジ
袋
な
ど
）
を

入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
の
選
別
工
程
に

支
障
が
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し

て
の
品
質
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

処理不適物（二重袋）

⑤
可
燃
ご
み
と
し
て
排
出
し
な
い

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
資
源
と
な
ら

な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
可
燃
ご
み
と

し
て
排
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、

マ
ー
ク
が
あ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
資
源
と
し
て
回
収
さ
れ
て

い
ま
す
。
可
燃
ご
み
と
し
て
排
出
で

き
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

あ
く
ま
で
も
洗
っ
て
も
汚
れ
が
落
ち

な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

正
し
い
分
別
方
法
を
身
に
付
け
、

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

長
野
県
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

賢
く
付
き
合
う
取
り
組
み
と
し
て
次

の
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
意
識
し
た
行
動
や

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
生
活
の
中
に

取
り
入
れ
る
こ
と
で
ご
み
の
減
量

化
・
資
源
化
に
大
き
く
貢
献
で
き
ま

す
。
積
極
的
に
実
践
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

内
線
41

【信州プラスチックスマート運動】
○次の３つを意識した行動を
◆意識して「選択」Ｃｈｏｉｃｅ
　ストロー、レジ袋は必要か。いらないときはお断り。
◆少しずつ「転換」Ｃｈａｎｇｅ
　マイバックマイボトルを使用する。詰め替え製品を使用する。
◆分別して「回収」Ｃｏｌｌｅｃｔ
　プラスチックはルールに従い、分別して排出
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～乗用草刈機編～
１　積み込み、
　　積み降ろしは
　　直進、微速で
　積み込み・積み降ろしは、
基準に適合したアユミ板を
使用します。また、直進性を見定めて、微速にて行って
ください。アユミ板の基準は、長さ･･･車の荷台の高さの
４倍以上、幅･･･車輪幅の1.5倍以上、強度･･･車体総重量
の1.5倍以上、すべらないよう処理されていること、となっ
ています。
　乗用草刈機の多くは、ほ場内作業車で公道は走ること
ができません。公道は走行しないようにしましょう。

農作業機械の事故を防ぎましょう

～地域みんなで進めよう　農作業安全～

中川村営農センター（振興課農政係）内線34

２　使用時には身の回りにも注意を
　草刈機を使用する際、周りに燃えやすいものを
置かないように注意しましょう。風が強い日に草
木が溜まった場所で使用すると、マフラーの熱に
より燃えてしまうようなことがあります。燃料を
積んだ機械で危険なので、万が一に備えて消火器
を用意しておくと安心です。使用後はエンジン、
マフラーなど、熱を持ちやすい部分を丁寧に掃除
しましょう。

　機械を効率よく使用するには、機械の点検整備
と、運転者の心がけが大きく関係します。体調管
理とともに、心にゆとりを持って、安全で快適な
農作業をしましょう。

村
道
渡
場
清
水
平
線

改
良
工
事
完
了

　

村
道
渡
場
清
水
平
線
が
こ
の

ほ
ど
し
ゅ
ん
工
し
ま
し
た
。
平

成
28
年
度
か
ら
事
業
に
着
手

し
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
令
和
元
年
度
を
も
っ

て
事
業
完
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

工
事
費
、
測
量
試
験
費
、
補

償
費
等
を
含
め
た
総
事
業
費

７
１
，１
１
４
千
円
（
う
ち
、過

疎
債
７
０
，９
０
０
千
円
）で
行

い
ま
し
た
。

　

改
良
延
長
は
２
５
３
・
０

メ
ー
ト
ル
、
改
良
後
の
幅
員
は

車
道
、路
肩
を
含
め
５
・
０
メ
ー

ト
ル
と
な
り
ま
す
。

施
設
紹
介

建
設
水
道
課
建
設
係

内
線
61

「
そ
っ
か
。い
い
人
生
は
、い
い
時
間
の
使
い
方
な
ん
だ
。」

「
ワ
ク
ワ
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

（
２
０
２
０
年
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

６
月
23
日
か
ら
29
日
は
、男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

ライフスタイルの理想と現実は？

■「仕事」優先
■「家庭生活」優先
■「地域・個人の生活」優先
■「仕事」と「家庭生活」優先
■「仕事」と「地域・個人の生活」優先
■「家庭生活」と「地域・個人の生活」優先
■「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」優先
H29.9第4次中川村男女共同参画計画策定時
アンケート調査より

3.2％

34.7％

10.9％

27.7％

22.8％

34.9％

8.4％

4.8％ 12.6％

17.5％
3.7％

11.4％

2.7％

5.6％

理想

現実

　

男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合

い
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
の
形
成
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
週
間

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
い
人
生

を
実
現
す
る
た
め
に
、
自
分
自
身
で

時
間
の
使
い
方
を
考
え
る
こ
と
、
そ

し
て
実
現
の
た
め
に
家
族
や
地
域
、

社
会
が
そ
の
生
き
方
を
後
押
し
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
に
、
自
分
の
人
生

の
時
間
の
使
い
方
や
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口

《
無
料
・
秘
密
厳
守
・
匿
名
Ｏ
Ｋ
》

電
話
・
面
談
相
談（
面
談
は
予
約
制
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談

　

火
曜
日
～
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
12
時

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　

TEL 

０
２
６
６
―
22
―
８
８
２
２

◆
男
性
の
た
め
の
相
談

　

毎
週
金
曜
日

　

午
後
５
時
～
７
時

　

TEL 

０
２
６
６
―
22
―
７
１
１
１

◆
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
相
談

　

24
時
間
対
応

　

TEL 

０
１
２
０
―
２
７
９
―
８
８
９
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地域おこし協力隊活動記 vol.72 …２人の新隊員紹介！…
令和２年４月１日から、村の地域おこし協力隊に新たに２人の隊員を迎えました。
現在、中川村では６人の協力隊員によって、村の地域おこしのため日々活動が行われています。
今回の「地域おこし協力隊活動記」は、新しい隊員の紹介をします。

氏　名　石川　亜
あ

樹
き

則
のり

年　齢　37歳　　出身地　大阪府東大阪市（製造業の街です）
特　技　特技というほどでもありませんが、少しだけフランス
　　　　語が喋れます。
趣　味　食べること（特に甘いもの）、飲むこと、山登り！
活動内容　農業振興

　みなさん、こんにちは。地域おこし協力隊に加わりました石川と
申します。私の移住とコロナウイルスが重なり、周りの方々にとっては不安を感じさせてしまいましたが、２週
間の自宅待機も無事に過ぎ、活動させていただくこととなりました。
　10年ほど前に研修生としてフランスのワイン醸造所で約1年間をぶどう畑の中で過ごし、帰国後はフランスワイ
ン輸入会社の営業職として東海から九州をまわりワインを造るたくさんの方々に出会いました。彼らの生き方や
農業に対する考え方などを知るうちに、農産物を生産することの重要性をさらに強く意識するようになりました。
　そんな時に営業として訪れた上伊那の環境のすばらしさに惹かれ、この地で農業にチャレンジしてみようと移
住の決断に至りました。今後の活動はリンゴ、ブドウ、野菜の栽培を中心に行いたいと思います。中川村がリン
ゴの名産地ということもあり、世界でも飛びぬけて美味しい日本のリンゴがどのように作られるのかを学び、自
分でも美味しいリンゴが栽培できるようになればと思っております。
　ブドウは生食用、醸造用と興味がありますが、醸造所のお手伝いをさせていただきながら自身でも栽培し、さ
らに将来的には醸造などもできればと思っております。また、野菜は大阪に住んでいた時に小さな畑を借りて妻
とともに自家用として作っていましたが、今後は販売できるものを栽培したいと思っています。
　やりたいことが多すぎますが、周りに多くの先生方がいらっしゃいますので、たくさん学びながら、独立に向
けて活動してまいりたいと思います。末永くお付き合い、ご指導いただけますと幸いです。
　畑の中で、ひょろっとゴボウみたいなやつが立っていたら石川ですので、いつでもお声がけくださいませ！

氏　名　谷本　和幸
年　齢　36歳　　出身地　福島県
特技・趣味　菓子作り
活動内容　つくっチャオ・パティシエ

　初めて中川村に訪れたのは10年ほど前になります。ありふれた農
村という印象でしたが、その後登った陣馬形山頂からの景観にとて
も感動したり、移住者や芸術作品を作っている方達も多いことを知
り、この村の魅力について徐々に知る機会も増えていきました。
　また、少し奥に入ったところに畑が多くあり、1歩踏み込めば多くの農作物が育てられていることが分かりました。
　地域おこし協力隊になったきっかけは、地域おこし協力隊の先輩である茂木さんが農産物での特産品づくりと加工
施設の活用のため、パティシエを募集していたので、今までの菓子職人としての経験が活かせると思い応募しました。
　現在の活動内容は手始めに加工施設での製造のために、必要な道具や備品についてリストをまとめています。
その合間に関係者や農家さん、業者などへのあいさつまわり、加工施設での店舗運営のための打ち合わせなどを
行っています。
　今後の目標は、村で作られる農産物や加工品といった素材を使用し、菓子を中心に特産品となるものを製造、
販売をしていこうと考えています。加工施設の展示スペースでは自らが作る菓子だけではなく、村内のほかのお
店などの商品や特産品の販売ができるようにして、情報発信の場としても活用していきたいと思います。
　中川村だけではなく、伊那谷全域の農産や製造業、観光や関わる人々といった資源を繋ぎ、地域の活性化を計っ
ていけたらと考えています。
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５月14日（木）　おさんぽに行こう！
　４組10人の参加がありました。良い天気の中、天の中川河
川公園の奥にある河原まで歩いていきました。カナヘビに
出会えたり、沢山の筍が見れて日常とは少し違うお散歩を
楽しめました。

vol.104

今月はみなかた保育園
「うさぎ組」のみんなです

みんなで食べる給食大好き♥
おかわりをして、モリモリ食べてます。

うさぎ組（年中）
男の子　５人　　女の子　９人

合計14人

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分

【閉 所 日】　毎週水曜日

つどいの広場バンビーニ

Tel･Fax 88-3201

vol.105

お知らせ （バンビーニの７月の予定）
・女性の就業相談
　日時：７月６日（月）　 午前10時～午後２時
　＊予約制　お子さん連れで相談できます。
・おしゃべり会「赤ちゃん集まれ！」
　日時：７月10日（金）　午前10時30分～
・歯科衛生士さんのお話し
　日時：７月14日（火）　午前10時30分～
　＊終了後、個別相談できます。
※急遽変更になるかもしれませんので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。

野菜
の赤ちゃん、大きくなあれ！！

毎日水
やり、がんばってるよ。
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本との出会い 中川村図書館

だ よ り図書館
●2020年6月／第 130 号●　　中川村片桐4757　　TEL  88−1005

新型コロナウイルス禍をどう乗り越えるか？
か

　
皆
様
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
世

の
中
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
「
は
や
く
元
の
状
態
に
戻
り
た
い…

」
そ

う
思
い
ま
す
が
、
事
態
の
収
束
に
は
年
単

位
の
時
間
が
か
か
る
と
も
言
わ
れ
、
政
府

は
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
は
ど
う
変

わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
何
か
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
本
は
な
い
か
と

図
書
館
を
探
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

カウンターに飛沫飛散防止のアクリル板がつきました。

ちゃんと知って正しく「怖がる」
☆『図解 新型コロナウイルス
　　　　　　　　　職場の対策マニュアル』
 亀田　高志／著　 エクスナレッジ

☆『ビジュアル パンデミック・マップ 』
 サンドラ・ヘンペル／著
 日経ナショナルジオグラフィック社

☆『怖くて眠れなくなる感染症』  岡田晴恵／著
 PHP エディターズ・グループ

☆『感染症対人類の世界史』
 池上彰／増田ユリヤ／著　ポプラ社

☆『文藝春秋 2020 ／ 6』

ちょっとまって！　みんなに伝えるその前に、
怖がる前に、深呼吸。…それって、ほんと？
☆『FACTFULNESS』  ハンス・ロスリング／著
 日経 BP 社
☆『PRESIDENT　2020.5.29』

☆『フェイクニュースを科学する　拡散するデマ、
　　陰謀論、プロパガンダのしくみ』
 笹原和俊／著　科学同人

これからを考える、
　　　そのちょっとしたサポートに
☆『転換期を生きるきみたちへ』 
 内田　樹／編　晶文社
☆『ミライの授業』 瀧本哲史／著　講談社

☆『おおきく考えよう　
　　人生に役立つ哲学入門』
　 ペーテル・エクペリ／著　晶文社

☆『それしかないわけないでしょう』
　　 ヨシタケシンスケ／著　白泉社
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30

中
川
村
の
奇
石
・
名
石
・
珍
石

道
祖
神
と
疫
病

　
「
道
祖
神
」は
路ろ

傍ぼ
う

の
神
で
あ
り
、

村
の
守
り
神
で
、
子
孫
繁
栄
の
信
仰

の
対
象
で
も
あ
る
。
有
名
な
の
は
安

曇
野
な
ど
の
男
女
の
姿
が
描
か
れ
た

双
体
道
祖
神
で
あ
る
が
、
今
回
注
目

す
る
の
は
、
道
の
神
で
あ
り
、
集
落

の
境
を
守
っ
て
厄
災
や
疫
病
を
防
ぐ

神
と
し
て
の「
道
祖
神
」で
あ
る
。「
道

祖
神
」
ま
た
は
「
道
勒
（
六
）
神
」

と
書
か
れ
て
い
る
文
字
碑
は
村
内
に

39
基
あ
る
。（
ち
な
み
に
双
体
道
祖

神
は
11
基
）「
道
祖
神
」
と
書
い
て

「
ど
う
ろ
く
じ
ん
」

ま
た
は
「
さ
い
の
か

み（
塞
の
神
）」
と
読

む
こ
と
も
あ
る
。

「
塞
」
と
は
「
す
き

ま
な
く
ふ
さ
ぐ
」
も

し
く
は
、「
通
路
を

ふ
さ
い
で
守
り
を
固

め
た
所
。
と
り
で
」

を
意
味
す
る
。
道
祖

神
は
、「
塞
」と
し
て

村
の
外
か
ら
来
る
も
の
た
ち
が
も
た

ら
す
厄
災
を
防
ぐ
こ
と
を
願
っ
た
石

像
で
も
あ
る
の
だ
。
外
来
者
が
も
た

ら
す
も
の
は
、そ
の
集
落
に
と
っ
て
、

貴
重
で
珍
し
く
益
を
も
た
ら
す
も
の

も
あ
る
が
、「
厄わ

ざ
わ

い
」
と
な
る
も
の

も
あ
る
。
現
在
、
世
界
中
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
起
き

て
い
る
が
、
医
療
体
制
の
整
わ
な
い

昔
は
、
疫
病
の
流
入
は
そ
の
集
落
に

と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
っ
た
ろ
う
。

『
四
徳
誌
』
に
よ
る
と
、
百
年
前
の

大
正
８
年
４
月
、
四
徳
の
集
落
で

は
、
秋
葉
講
の
代
参
に
行
っ
た
人
た

ち
か
ら
感
染
し
た
と
思
わ
れ
る
流
行

性
感か
ん
ぼ
う冒
（
歴
史
的
に
み
て
ス
ペ
イ
ン

風か

邪ぜ

と
思
わ
れ
る
）
が
流は

行や

り
、
罹り

患か
ん

者し
ゃ

は
50
名
あ
ま
り
、
17
名
が
亡
く

な
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

　

石
碑
を
建
て
る
の
に
は
多
く
の
費

用
が
か
か
る
が
、
そ
れ
で
も
、
な
ん

と
か
し
て
集
落
を
、
ひ
い
て
は
自
ら

の
生
活
を
厄
災
か
ら
守
り
た
い
と
い

う
思
い
を
込
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

祖
神
は
建
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
そ
の
思
い
は
い
ま
現
在
、
県
外

ナ
ン
バ
ー
の
車
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
持
ち
込
む
か
も
し
れ
な
い
と
反
応

す
る
こ
と
や
、
感
染
症
の
流
行
地
域

と
の
往
来
を
制
限
す
る
こ
と
と
通
じ

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

◎駆け入りの寺
澤田 瞳子　著

　比叡山のふもとに建つ豪奢な
比丘尼御所。二人の皇女を中心
に公家文化が息づく寺に、それ
ぞれの苦しみを抱えて逃げてく
る者たちがいた。人情あり、謎
解きあり。雅やかな連作時代小
説。

◎猫を棄てる
　父親について語るとき

村上 春樹　著
　時が忘れさせるものがあり、
そして時が呼び起こすものがあ
る。中国での戦争経験を持つ父
親の記憶を引き継いだ作家が父
子の歴史と向き合う。初めて自
らのルーツを綴ったノンフィク
ション。

新着おすすめ本
◎「これから」の時

と

代
き

を
生きる君たちへ

ドメニコ・スキラーチェ　著
　2020年2月25日、ウイルス感
染が拡大するイタリアの校長先
生が、「休校」になった生徒た
ちに送った感動の手紙を全文公
開。日本の若者に向けた追伸を
掲載。イタリア語の原文も収録。

◎不思議なお菓子レシピ
　サイエンススイーツ

太田 さちか　著
　お菓子作りはまるで科学実
験。素材に自然界の法則がある
から、作り方に決まりが生まれ
てレシピになります。無重力パ
フェ、溶けないアイス、化石チョ
コレートなど、お菓子と科学の
実験レシピを紹介します。

☆
貸
出
・
返
却
は
可
能

☆
館
内
の
滞
在
は
、
30
分
以
内

で
お
願
い
し
ま
す
。

☆
コ
ピ
ー
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
の
時
間
が
か
か
る

も
の
は
後
日
の
お
渡
し
・
回

答
と
な
り
ま
す
。

☆
マ
ス
ク
を
着
用
の
上
、
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
、
手
指
消
毒
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

☆
お
は
な
し
会
は
お
休
み
し
て

い
ま
す
。
金
曜
日
の
夜
間
開

館
も
休
止
し
て
お
り
ま
す
。

☆
今
年
度
の
図
書
館
ま
つ
り
・

平
和
企
画
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
※
追
記　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
空

調
設
備
が
故
障
し
、
し
ば
ら

く
の
間
、
図
書
館
は
冷
房
が

使
え
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
の
た

め
、
中
川
村
図
書
館
で

は
サ
ー
ビ
ス
を
一
部
限

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

上前沢地区集会所付近（1803年）

マスク

消　毒
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人
権
特
設
相
談
所
を開設

し
ま
す

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

内
線
41

 

伊
那
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
長
野
県
地
方
法
務
局
伊
那
支
局
）

           

TEL 

78
―
３
４
６
２

　

日
頃
、
法
務
局
で
行
っ
て
い
る
人

権
相
談
を
、
住
民
の
方
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
人
権
擁
護
委
員
が
地
域

に
伺
い
行
い
ま
す
。

　

家
族
間
の
問
題
、
離
婚
、
近
隣
の

ト
ラ
ブ
ル
、
職
場
や
学
校
で
の
差
別

や
い
じ
め
な
ど
の
人
権
に
関
す
る
問

題
で
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
相
談
内
容
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

　

７
月
16
日（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

廃
止
の
お
知
ら
せ

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
44

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
『
通
知
カ
ー

ド
』
は
、
令
和
２
年
５
月
25
日
に
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

通
知
カ
ー
ド
に
関
す
る
次
の
手
続

き
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

①
新
規
発
行
、
再
交
付
の
手
続
き

②
氏
名
、
住
所
な
ど
の
記
載
事
項
変

更
の
手
続
き

　

現
在
、
通
知
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
、
氏
名
、
住
所
な
ど
が
住
民
票

に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
と
一
致
し

て
い
れ
ば
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
証
明
す
る
書
類
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
生
な
ど
で
初
め
て
個
人
番
号
が

付
番
さ
れ
る
方
に
は
、
通
知
カ
ー
ド

に
代
わ
っ
て
『
個
人
番
号
通
知
書
』

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書
類

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
さ
れ
た
住

民
票

・
記
載
さ
れ
た
氏
名
、
住
所
な
ど
が

住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容

と
一
致
し
て
い
る
通
知
カ
ー
ド

※
な
お
、
個
人
番
号
通
知
書
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書
類
と
し

て
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
係
る
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
収
入
が
減
少
し
た
世

帯
を
対
象
に
国
民
健
康
保
険
税
を
免

除
ま
た
は
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

▼
対
象
世
帯

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死

亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を

負
っ
た
世
帯

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持

者
の
事
業
収
入
、
不
動
産
収
入
、

山
林
収
入
ま
た
は
給
与
収
入
（
以

下
、
事
業
収
入
な
ど
）
の
減
少
が

見
込
ま
れ
、
次
の
⑴
～
⑶
す
べ
て

に
該
当
す
る
世
帯

⑴
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事

業
収
入
な
ど
が
前
年
と
比
較
し
て

３
割
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と

⑵
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と

⑶
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事

業
収
入
な
ど
に
係
る
所
得
以
外
の

前
年
の
所
得
合
計
額
が
４
百
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と

※
会
社
の
倒
産
や
雇
い
止
め
に
よ
る

非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減
制
度
に

該
当
さ
れ
る
方
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
住

民
税
務
課
税
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
分
の
国
民
年
金

保
険
料
免
除
等
の
受
付
が
始

ま
り
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
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国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予

と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
納

付
猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）」
が
あ

り
ま
す
。

▼
受
付
開
始

　

７
月
１
日（
水
）

▼
審
査
対
象
期
間

　

令
和
２
年
７
月
分
か
ら

令
和
３
年
６
月
分
ま
で

▼
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間

　

申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら

２
年
１
か
月
前
ま
で

　

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
も
の

の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未

納
と
な
っ
て
い
る
方
は
住
民
税
務
課

住
民
係
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
源
と
な
る

業
務
の
喪
失
や
、
売
り
上
げ
の
減
少

な
ど
が
生
じ
て
納
付
が
困
難
な
方

は
、
臨
時
特
例
措
置
と
し
て
簡
易
な

手
続
き
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
期
間
は
令
和
２
年
２
月
分
か

ら
６
月
分
ま
で
で
、
令
和
２
年
７
月

分
以
降
は
改
め
て
申
請
が
必
要
で

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

TEL 

０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４
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７
月
10
日（
金
）か
ら

『
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
』

が
始
ま
り
ま
す

長
野
地
方
法
務
局
伊
那
支
局

TEL 

78
―
３
４
６
２

第
11
回 

特
別
弔
慰
金
の

申
請
受
付
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
地
域
福
祉
係

内
線
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平
成
27
年
の
戦
没
者
な
ど
の
遺
族

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
（
特

弔
法
）
改
正
に
お
い
て
、
改
め
て
我

が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た

戦
没
者
な
ど
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を

い
た
し
、
国
は
一
層
の
弔
慰
の
意
を

表
す
た
め
、
引
き
続
き
特
別
弔
慰
金

を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
に
お
い

て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
」
に
よ
る
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
ご
遺
族
お

一
人
の
方
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

※
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
方
に
は

支
給
順
位
が
あ
り
ま
す
。

※
前
回
、
特
別
弔
慰
金
の
申
請
を

行
っ
た
方
へ
は
別
途
ご
通
知
を
送

付
し
ま
す
。

▼
支
給
内
容

　

額
面
２
５
０
，０
０
０
円
、
５
年

　

償
還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
間

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

※
請
求
期
間
内
に
請
求
を
行
わ
な

か
っ
た
場
合
、
時
効
に
よ
り
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
場
合
は
保
健
福
祉
課
地

域
福
祉
係
ま
た
は
住
民
税
務
課
住
民

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

商
工
業
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

事
業
用
施
設
新
増
設
奨
励
金

交
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

振
興
課
商
工
観
光
係

内
線
33

　

村
で
は
、
商
工
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
村
内
に
工
場
、
店
舗
な
ど
を

新
設
ま
た
は
増
設
し
た
事
業
者
に
対

し
て
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

奨
励
金
の
交
付
対
象
は
、
次
に
該

当
す
る
事
業
で
す
。
該
当
す
る
事
業

者
の
方
は
、
期
日
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
施
設

（
店
舗
、
工
場
な
ど
）

①
工
場
（
製
造
、
加
工
、
修
理
、
印

刷
の
目
的
に
使
用
す
る
施
設
） 

②
営
業
の
た
め
の
店
舗
、
事
務
所
、

倉
庫 

③
振
興
促
進
施
設

・
従
業
員
の
宿
舎
、
寮
、
福
利
厚
生

施
設

・
公
害
の
防
止
を
目
的
と
す
る
施
設

※
新
設
と
は

・
村
内
に
工
場
な
ど
の
な
い
者
が
、

新
た
に
設
置
し
た
場
合

・
公
共
事
業
な
ど
に
よ
り
村
内
の
ほ

か
の
地
域
に
移
転
し
た
場
合

※
増
設
と
は

・
村
内
に
工
場
な
ど
を
有
す
る
者

が
、
村
内
に
工
場
な
ど
を
増
設
、

拡
張
し
た
場
合

・
村
内
の
工
場
、
店
舗
な
ど
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
改
築
し
た
場
合
、

も
し
く
は
事
業
用
償
却
資
産
を
更

新
、
増
設
し
た
場
合
、
そ
の
取
得

価
格
が
従
前
の
取
得
価
格
よ
り
５

割
以
上
増
加
し
た
場
合

▼
対
象
施
設
の
要
件
お
よ
び

　

奨
励
金
の
額

　

前
年
中
の
新
増
設
の
た
め
に
要
し

た
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
の
取
得
価

格
の
合
計
額
が
、
新
設
５
０
０
万

円
、
増
設
３
０
０
万
円
を
超
え
る
場

合
に
、
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
相
当

額
を
限
度
に
初
年
度
に
限
り
交
付
す

る
。

※
村
商
工
業
振
興
条
例
第
18
条
の
適

用
を
受
け
て
、
３
年
間
固
定
資
産

税
の
減
免
を
受
け
る
場
合
は
対
象

と
し
な
い
。

▼
申
請
方
法

  

必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
６
月

30
日（
火
）ま
で
に
、
商
工
観
光
係
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
内
容
に
よ
っ
て
は
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
商
工
観
光
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

自
分
が
死
亡
し
た
後
、
自
分
の
最

終
意
思
を
明
ら
か
に
す
る
「
遺
言
」

に
は
、
公
証
役
場
で
作
成
す
る
「
公

正
証
書
遺
言
」
と
遺
言
す
る
人
が
自

筆
で
作
成
し
、
自
分
で
そ
の
原
本
を

管
理
す
る
「
自
筆
証
書
遺
言
」
の
２

つ
の
方
式
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
10
日（
金
）か
ら
、
全
国
の
遺

言
書
保
管
所
で
始
ま
る
『
自
筆
証
書

遺
言
書
保
管
制
度
』
は
「
自
筆
証
書

遺
言
」
に
つ
い
て
、
そ
の
保
管
を
法

務
局
ま
た
は
支
局
に
申
請
す
る
こ
と

で
紛
失
を
防
い
だ
り
、
家
庭
裁
判
所

で
の
検
認
手
続
き
が
不
要
に
な
る
と

い
う
制
度
で
す
。

　

こ
の
遺
言
書
保
管
は
、
遺
言
す
る

人
の
住
所
か
本
籍
、
ま
た
は
所
有
す

る
不
動
産
の
所
在
地
の
い
ず
れ
か
を

管
轄
す
る
遺
言
書
保
管
所
に
申
請
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

遺
言
書
保
管
申
請
な
ど
の
手
続
き

に
は
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
長
野
地
方
法
務
局
や

法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
管
轄
す
る
遺
言
書
保
管

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
小
渋
ダ
ム
開
放
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

の
ご
案
内

『
小
渋
ダ
ム
を探検

し
よ
う
！
』

天
竜
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

TEL 

88
―
３
７
２
９

　

天
竜
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

「
小
渋
ダ
ム
」
で
は
、
森
と
湖
に
親

し
み
な
が
ら
、
ダ
ム
の
機
能
・
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
。
①
ダ
ム
堤
体
内
の
見
学
、
②
湖

面
巡
視
体
験
が
で
き
ま
す
。

※
①
②
と
も
に
要
予
約

　

夏
休
み
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

７
月
25
日（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
集
合
場
所

　

小
渋
川　

半
ノ
沢
広
場（
駐
車
場
）

▼
参
加
費

　

無
料

▼
そ
の
他

　

小
雨
決
行

※
当
日
の
気
象
条
件
ま
た
今
後
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.cbr.m

lit.go.jp/
tendam

u/
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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天体あれこれ　「遥
はる

か宇宙の彼
か な た

方から」

　みなさんは「ガンマ線バースト」と言う現象をご存知ですか？医療のレントゲン検査とか放射線治療

の類ではありませんよ。これは宇宙で起きる現象の1つで巨大なエネルギーの放出現象なのです。それは

1960年代ころにアメリカの核実験監視衛星が偶然発見したものでした。本来、核実験で発生する放射線を

検出する目的で打ち上げられた人工衛星「ヴェラ」が発生源が不明なガンマ線のバーストをたびたび観測

することがあったそうです。検出方向を調べると太陽系外からやって来ていることが分かりました。地上

では大気にガンマ線が遮られてしまうため高性能な観測衛星を打ち上げ観測をしましたが、性能や技術が

追い付いていないために詳しい研究はできなかったそうです。

　ではこの「ガンマ線バースト」とは何か。ロングガンマ線バーストとショートガンマ線バーストの2種

類あるそうですが、ここではロングガンマ線バーストについて簡単にお話しします。まず何から発生する

かと言いますと、太陽の40倍以上の質量がある恒星が超新星爆発を起こすと発生します。その後ブラック

ホールとなり中心からジェットとして放出されるらしいのですが、そのエネルギー量はなんと太陽エネル

ギーの100億年分に相当するそうです。いずれにしても人間などの生物にとっては有害で過去の地球で生

物の大量絶滅が5回ほど起こったうちの4億4000万年前の大量絶滅はこのガンマ線バーストが原因ではな

いかと言われています。今のところガンマ線バーストは遥
はる

か彼
か な た

方の遠い宇宙からなので影響ないようです。

　自宅にいる日々が続いていますが、宇宙について調べてみるのも暇つぶしになるのでみなさんもどうで

しょう。お勧めしますよ。

銀河ドームから

★７月にみえる惑星・衛星　　　火星　　土星　　月

銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日　午後７時30分〜９時30分　TEL 88ー4288

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

横
前　

光
枝
さ
ん　
　
（
美　

里
）

　
　
　
　
　
　
（
80
歳
）

　

岡
田　

た
え
子
さ
ん　
（
沖　

町
）

　
　
　
　
　
　
（
96
歳
）

　

高
田　

勇
さ
ん　
　
　
（
南
田
島
）

　
　
　
　
　
　
（
89
歳
）

　

鈴
木　

誠
さ
ん　
　
　
（
三　

共
）

　
　
　
　
　
　
（
96
歳
）

　

米
山　

正
一
さ
ん　
　
（
中　

央
）

　
　
　
　
　
　
（
94
歳
）

　

髙
柳　

雅
安
さ
ん　
　
（
竹
ノ
上
）

　
　
　
　
　
　
（
78
歳
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

大
澤　

宗そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
く
ん　
（
中
田
島
）

（
槙
哉
・
穂
波
さ
ん
）

　

桐　

結ゆ

李り

斗と

く
ん　
（
中
田
島
）

（
和
貴
・
真
綾
さ
ん
）

　

松
村　

彩あ
や

花か

ち
ゃ
ん　
（
田　

島
）

（
尚
樹
・
美
香
さ
ん
）

　

座
光
寺　

珀は
く

く
ん　
　
（
中
田
島
）

（
健
・
智
子
さ
ん
）

障
が
い
者
職
業
訓
練

「
事
務・パ
ソ
コ
ン
技
能
科
」

受
講
生
募
集

長
野
県
南
信
工
科
短
期
大
学
校

TEL 
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―
５
０
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就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル

や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
面
接
技
法
な

ど
を
学
び
ま
す
。

▼
訓
練
期
間

　

10
月
１
日（
木
）～
11
月
30
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み

▼
訓
練
時
間

　

午
後
１
時
45
分
～
５
時
30
分

▼
訓
練
場
所

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　
　
　

セ
ジ
ュ
ー
ル

（
伊
那
市
駅
徒
歩
３
分
）

▼
訓
練
内
容

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
、
書
類
作
成
、

デ
ー
タ
入
力
の
基
礎
を
身
に
つ
け
ま

す
。
希
望
者
に
は
秘
書
検
定
３
級
受

験
指
導
を
行
い
ま
す
。

※
受
験
場
所
、
期
間
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
講
料

　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
、
任
意
保
険
、
技
能

検
定
料
（
希
望
者
）
は
自
己
負
担

で
す
。

▼
募
集
人
員

　

７
人

▼
応
募
方
法

　

７
月
６
日（
月
）～
９
月
４
日（
金
）

の
期
間
中
に
、最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
日

　

９
月
16
日（
水
）※
時
間
は
別
途
連
絡

▼
選
考
場
所

　
「
産
業
と
若
者
が
息
づ
く
拠
点
施
設
」

ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ａ
（
ア
ル
ラ
）

※
旧
伊
那
消
防
署



　上伊那農業協同組合から村にお米割引券120枚が贈呈され
ました。
　この活動は離乳食にお米を食べてもらい、幼いころからお
米に親しんでもらうことを目的に行われています。
　贈呈いただいたお米割引券は、４か月健診にて３枚ごと家
庭に配布されます。

６/３（水）　放課後子ども教室開校

６/１（月）　お米に親しんでもらうために

　学校休校に伴い開校を延期していた中川村放課後子ども教
室が６月から大草城址公園で始まりました。
　教室は地域の方々の参画のもと、子どもたちの安心・安全
な居場所づくりのため、中川東・西小の児童を対象に毎週水
曜日と月２・３回週末に開催されています。
　新１年生の新しい仲間を迎え、今年も元気いっぱいのメン
バーが揃いました。教室では小学校の垣根を越えて交流がで
きます。楽しい１年になるといいですね。

　飯沼地区の傾斜地に広がる棚田で田植えが行われました。
　田植えには「飯沼農業活性化委員会」のみなさんと、伊那食品
工業㈱、米澤酒造㈱、上伊那農協、一般の方が参加し、棚田計11
枚（約50アール）に苗を植えました。
　今年は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、密集を避ける
ために数台の田植機を使って時間を短縮して植えられました。収
穫は９月中旬に行われる予定です。

５/９（土）
棚田で酒米の田植えを行いました

　４月25日（土）、26日（日）の２日間、村内の集会所など17か所で狂犬
病予防注射を行いました。
　犬の飼い主は狂犬病予防法により、毎年１回狂犬病の予防注射を接種
することが義務付けられています。
　今年度も多くの飼い主の方に足を運んでいただき、217頭の犬に注射
を接種することができました。

４/25（土）、26日（日）　狂犬病を防ぎましょう

むらのできごと



５/22（金）、29日（金）　伝統のお茶摘み

中川東小学校

　私
た
ち
が
暮
ら
す
中
川
村
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
農
村
風
景
や
人
々
の

営
み
が
息
づ
く
生
活
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　昨
年
度
村
で
は
、
地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
村
の
魅

力
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
“
美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
”
と

し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　中
に
は
、
身
近
に
あ
る
た
め
気
付
か
な
か
っ
た
隠
れ
た
名
所
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

棚
田
と
ア
ル
プ
ス
の
調
和 

中
川
村
の
魅
力
再
発
見
！

16

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

18

飯沼橋

天
竜
川

アンフォルメル
中川村美術館●

バイパス

子生沢川

消防署●

本郷中央

本郷

伊那本郷駅

Point 飯
沼
の
棚
田（
飯
沼
）

　

階
段
状
に
耕
し
た
田
ん
ぼ
と
中

央
ア
ル
プ
ス
の
調
和
が
美
し
い
景

色
で
す
。

　

平
成
16（
２
０
０
４
）年
か
ら「
飯

沼
農
業
活
性
化
委
員
会
」
を
中
心

に
、
荒
廃
防
止
と
景
観
保
全
を
目

的
に
酒
米
「
美
山
錦
」
の
栽
培
が

行
わ
れ
、米
澤
酒
造
㈱
が
地
酒
「
お

た
ま
じ
ゃ
く
し
」
と
し
て
商
品
化

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
見
事
な
眺
望
の
良
さ
か
ら

多
く
の
写
真
愛
好
家
も
訪
れ
る
人

気
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

　中川東・西小学校で伝統行事のお茶摘みが行われ、学校周
辺のお茶の木を囲みました。
　お茶摘みが初めての児童も上級生に教えてもらいながら摘
むことができました。
　収穫したお茶は製茶工場へ運ばれて新茶となり、日頃お世
話になっている方に振る舞われます。中川西小学校

中川東小学校

中川西小学校



2020（R2）. 6. 15 18

■
発

行
　

〒
3

9
9

-3
8

9
2

　
　

　
　

長
野

県
上

伊
那

郡
中

川
村

大
草

4
0

4
5

番
地

１
　

　
　

　
中

川
村

役
場

T
E

L 0
2

6
5

-8
8

-3
0

0
1

㈹
FA

X
 0

2
6

5
-8

8
-3

8
9

0
〔

Ｕ
ＲＬ

〕https://w
w

w
.vill.nakagaw

a.nagano.jp/
〔

Ｅ
メ

ー
ル

〕info@
vill.nagano-nakagaw

a.lg.jp
■

編
集

　
広
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編
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■
印
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龍
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株
式

会
社

２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）

⑥

再生紙を使用
しております

←緊急情報配信サービス
　携帯電話でアクセスを！

中川村の人口 【6月１日現在】
（　）内は対前月

人口 男 女 世帯数
4,834人（－7） 2,285人（－5） 2,549人（－2）  1,661世帯（－2）

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

へへへへ未来へ なかがわ vol.26

●中 原 千
ち

 尋
ひろ

 さん（田島）
飯田風越高等学校３年生（17歳）

― 高校生活はどうですか。
　毎日登山のような登下校をしながら友だちと他愛
もない話をしたり、一緒に勉強したり、たまには真
面目に話し合ったり……。充実した楽しい日々を
送っています。
― 今頑張っていることは何ですか。
　課題研究がきっかけで、環境危機の実態を広める
ため、気候マーチへの参加、SNSでの発信、イベン
トを計画してみたり。自粛中だからこそできる活動
をみなさんとともに行えたらいいなと思います。

― 10年後どうなっていたいですか？
　自然、おいしい空気、人の温かさを未来の子ども
たちにも届けられるよう、環境保護の面からサポー
トできる大人になっていたいです。

― 中川村の好きなところは何ですか。
　村全体がアットホームな雰囲気に包まれていて、
高校へ通うようになってから温かさが溢れているま
ちで生まれ育ったことは本当に誇らしいことなんだ
なあと気がつきました。

― 中川村の未来に一言お願いします！
　ずーっと今のままの中川村でいてほしい！！美し
い自然と笑顔が自慢の私たちの村。人々が安らぎを
求めてやってくるような中川村になってほしいです。

　５月28日（木）に中川東小学校、翌29日（金）に中川西小学校で５年生の児童による田植えが行われました。両日と
も田植え日和に恵まれ、保護者や地域の方々が見守る中、泥に足をとられながらも元気いっぱい楽しく苗を植えま
した。
　はじめは苗を植えるのに苦戦している様子でしたが、隣の人と植えたところを確認し合ったり、協力しながら丁
寧に苗を植え、作業のあとは広い田んぼにきれいに苗が植わっていました。
　秋に立派なお米が実って収穫できるのが楽しみですね！

小学校で田植えを体験しました。

西小学校の田植え　５月29日（金）




